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Society 5.0：日本が目指す社会

◼サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合
させたシステムにより，経済発展と社会的課題
の解決を両立する人間中心の社会

◼Society 5.0の実現に向け，理研AIPセンターは，
機械学習を軸足に2016年度より活動を開始

出典：「Society 5.0『科学技術イノベーションが拓く新たな社会』説明資料」（内閣府）
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AIPセンターのビジョン

◼ AIP常設研究グループ
⚫ 目的指向基盤技術研究グループ（上田）

⚫ 社会における人工知能研究グループ（橋田）

⚫ 汎用基盤技術研究グループ（杉山）
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AIPの歩み（２０１６年度）
◼AIの基盤技術を作る汎用グループと，AIの
社会実装をすすめる目的グループを立ち上げ
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AIPの歩み（２０１７年度）

◼AIが社会に与える影響を議論する社会グループと，
NEC・東芝・富士通との３連携センターを立ち上げ
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AIPの歩み（２０１８年度）

◼各グループのチームを増強し，
計52チーム，約700研究員の研究拠点として，
各分野の研究を加速
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AIPの歩み（２０１９年度）

◼アドバイザリ・カウンシルによる国際評価を
受け，国際連携・インターン制度の強化
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外部連携組織

企業５２社
国内３９研究機関
海外４８研究機関

目的指向基盤技術研究G

AIPの歩み（２０２０年度）
◼ポストコロナを見据え，社会グループの増強と，
チーム・グループをまたいだ融合研究を加速
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汎用基盤技術研究G 社会における人工知能研究G

がん探索医療研究T

iPS細胞連携医学的リスク回避T

分子情報科学T

認知行動支援技術T

防災科学T

インフラ管理ロボット技術T

観光情報解析T

医用機械知能T

データ駆動型生物医科学T

計算脳ダイナミクスT

人工知能倫理・社会T

社会におけるAI利活用と法制度T

科学技術と社会T

分散型ビッグデータT

経済経営情報融合分析T

人工知能セキュリティ･プライバシーT

人工知能安全性・信頼性U

不完全情報学習T

構造的学習T

テンソル学習T

関数解析的学習U

高次元統計モデリングT

圧縮情報処理U

深層学習理論T

計算論的学習理論T

非凸学習理論T

因果推論T

近似ベイズ推論T

探索と並列計算U

連続最適化T

数理科学T

数理統計学T

数理解析T

トポロジカルデータ解析T

脳情報統合解析T

遺伝統計学T

病理情報学T

自然言語理解T

知識獲得T

言語情報アクセス技術T

医用画像解析T

空間情報学U

音楽情報知能T

音響情景理解T

異なる応用技術を
組み合わせた

新しい技術の開発

異なる基礎理論を
組み合わせた

新しい理論の創出

社会の多様な要請を融合

新しい技術で
新しい

応用分野を開拓

社会的要請を
考慮した

AI実装の促進

新しい技術で
新しい

社会的要請に対応

AIP全体での
外部連携



COVID-19に関連した新テーマの創出

◼ 生活や社会を持続させるための研究
⚫ コロナウイルス流行下における遠隔交流・対話支援システムの開発

⚫ 新型コロナウイルス感染症に関するヘイトスピーチ・偽情報の分析

⚫ オンライン初診におけるELSIと対応策

⚫ テレワークが人間に与える影響の調査・改善策

⚫ ビッグデータを用いた行動変容のための情報通知内容の個別最適化

⚫ 長期の診療報酬データ（レセプトデータ）を用いた新型肺炎患者の
重症化の予測

⚫ データの共有・分析・活用によるCOVID-19対策

◼ 治療薬開発に資する研究
⚫ 剛性解析によるCOVID-19タンパク質の分析

◼ 基礎的な研究
⚫ epigeneticsに基づく新型コロナウイルスの解析

⚫ COVID-19関連学術知識探索支援システムの開発
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研究成果
◼本シンポジウムでは，各グループの成果概要報告：

⚫目的G（上田），社会G（橋田），汎用G（杉山）

◼専門家向けの各チームの研究成果の詳細は，
AIPオープンセミナーにて報告：

⚫ 2020年11月より，毎週水曜日15~17時に，
各チームがオンラインセミナーを開催

⚫ これまで17チームがセミナーを実施

⚫ビデオを公開中

⚫ 2021年夏まで毎週セミナーを実施
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https://aip.riken.jp/event-list/seminars/



２０２０年度の主な受賞
◼ 文部科学大臣表彰 若手科学者賞（河原）/（鈴木（大））

◼ IFIP-ICEC 2020 Best Short Paper Award（Mai）

◼ 日本神経経路学会論文賞（藤井ら）

◼ IEEE Systems, Man, and Cybernetics 2020 Awards

（Zhouら）

◼ 日本人工知能学会インタラクティブ情報アクセスと可視化
マイニング研究会研究奨励賞（三浦ら）

◼ 生存科学研究武見奨励賞（山本）

◼ ナイスステップな研究者2020（山本）/（桂）

◼ 情報通信月間推進協議会会長表彰（中川）

◼ 2020年度春季HCD研究発表会優秀講演賞（福住）

◼ Computer Security Symposium 2020優秀論文賞
（荒井ら）
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産業界との連携センター

◼理研における企業との連携センター：

⚫企業からの提案をもとに連携センターを設置し，
中・長期的な課題に取り組む制度

◼AIPの３連携センター（2017~2021年度）：

⚫理研AIP-NEC連携センター

⚫理研AIP-東芝連携センター

⚫理研AIP-富士通連携センター

◼本シンポジウムの後半では，
各連携センターの今年度の
研究成果をご紹介します
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特別講演

◼AIP特別顧問：
川人 光男

◼脳が少数サンプルから
学習する仕組み
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